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７月７日に開催された第１回鹿屋市バス路線検討委員会

バス路線廃止問題

鹿屋市バス路線検討委員会を設置
市民の意見を聞きながら代替交通手段の確保などを検討

市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め

の
委
員
会
を
設
置

　

岩
崎
グ
ル
ー
プ
は
、
同
グ
ル
ー

プ
で
運
行
す
る
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
減
少
や
規
制
緩
和

に
よ
る
経
営
悪
化
な
ど
を
理
由
に
、

今
年
11
月
上
旬
に
、
国
や
県
か
ら

補
助
金
が
出
て
い
な
い
赤
字
路
線

を
廃
止
す
る
と
し
て
、
５
月
８
日
、

国
に
廃
止
届
け
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
が
鹿
屋
市
内
で
運

行
す
る
バ
ス
路
線
は
計
73
系
統
。

そ
の
う
ち
60
系
統
は
、
赤
字
路
線

と
し
て
、
今
回
の
廃
止
対
象
路
線

と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
大
隅
地
域
４
市
５
町
で
大

隅
地
域
バ
ス
路
線
対
策
研
究
会
を

設
置
し
て
対
応
を
協
議
。
鹿
児
島

県
や
同
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、「
大

隅
地
域
で
の
バ
ス
路
線
の
重
要

性
」
な
ど
を
訴
え
る
た
め
の
要
望

活
動
の
実
施
、
路
線
存
続
に
向
け

た
県
の
代
替
バ
ス
事
業
の
導
入
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
廃
止
対
象
路
線
と

さ
れ
て
い
る
60
系
統
の
う
ち
、
県

の
補
助
金
が
見
込
ま
れ
な
い
系
統

に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
代
替
交
通
手
段
の
確
保
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
、
鹿
屋
市
バ

ス
路
線
検
討
委
員
会
（
東
桂
木
滿

州
男
会
長
）
を
設
置
し
、
７
月
７

日
に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

同
会
は
、
輝
北
、
吾
平
、
串
良

の
各
地
域
協
議
会
や
町
内
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
関
係
団
体
の
委
員
20
人

で
構
成
。
会
で
は
、
バ
ス
路
線
廃

止
に
伴
う
対
応
の
経
過
が
報
告
さ

れ
た
ほ
か
、
バ
ス
の
利
用
状
況
を

調
査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
民
の

路
線
バ
ス
の
利
用
状
況
や
地
域
交

通
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５
月
22

日
か
ら
６
月
12
日
に
か
け
て
、
15

歳
以
上
の
市
民
２
，
３
２
１
人
を

対
象
に
実
施
し
、
１
，
９
２
１
人

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。（
回

収
率
83
％
）

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
路
線
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
は
約
33
％
で
、

そ
の
主
な
利
用
目
的
に
、
病
院
や

買
物
、
通
学
な
ど
を
あ
げ
、
利
用

し
な
い
人
は
、
そ
の
理
由
に
93
％

の
人
が
自
動
車
等
の
利
用
を
挙
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

路
線
バ
ス
が
な
く
な
っ
た
と
き
の

影
響
に
つ
い
て
は
46
％
の
人
が
困

る
と
答
え
、
60
％
の
人
が
、
路
線

バ
ス
を
維
持
す
べ
き
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

同
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

11
月
ま
で
に
代
替
交
通
手
段
の
確

保
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
５
４

■  鹿屋市のバス路線図  ■


